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父母団体名 　　全　国　難　聴　児　を　持　つ　親　の　会

団体概要
聴覚に障害を持つ子どもたちにより良い教育環境と生活環境をもたらすた
めに、その親たちが情報を交換し、互いに助け合い、また教育関係者や行
政にはたらきかけることを目的にしている団体です。

補助事業名 被災者支援のためのキャンプ事業

平成２４年度補助事業
実施内容

大震災の影響のない東京を会場に被災地親子を対象に行う。大震災という
大変な経験をしストレスを抱えながらも頑張っている親子に対して東京とい
う被災地とは別の環境で楽しい活動を行う。また難聴児教育に関わる専門
家による指導によって集団生活の経験や社会性の向上を図る。保護者は
今回の経験を互いに話し合う中で心のｹｱを図る。

実施した結果
成果・効果について

家にこもりがちであまり外遊びをしないとか、親のそばを離れたがらないと
いう子どもがまだまだいるようです。そんな子が親と離れて、スッタフの難聴
学生と楽しそうにふれあっていました。また親自身も手のかかる子どもから
少し解放されて元気を取り戻したように思います。震災そして復興という状
況の中での自分たちの経験を話し合い、聞く中で新たな力をもらったと言っ
て帰って行ったのが印象的でした。

次年度以降への改善点

平成24年から3年計画で行ってきました。これまでは被災者を対象に東京で
開催していましたが、最終年となる26年は対象者も全国に広げ、被災地復
興を自分の目で確かめてもらう。そして、被災地・被災者から学ぶような企
画を考えています。

社会福祉法人　全国心身障害児福祉財団プレゼンテーション
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しながわ水族館前に集合して開
会式　高屋敷会長の挨拶と右は
それを伝える手話通訳者

開会式と自己紹介を終えていよ
いよ水族館に向かいます

入館前に大きな荷物はロッカー
に入れました

写真 1/4



平成26年度第1回　公益事業振興補助事業審査・評価委員会　平成26年5月30日

水族館を出て集合　みんながそ
ろうのを待っています

新宿駅　電車移動は大変です
乗り換えのたびに迷子はいない
かグループごとに人数確認

宿泊する国立オリンピック記念青
少年総合センターに向かう小田
急線車内　電車の中でも楽しく話
が弾みます

写真 2/4
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お楽しみ会　「花いちもんめ」の
やり方を子どもたちに説明する学
生スタッフ 学生スタッフも筑波技
術大学の難聴学生です

「花いちもんめ」を楽しむ子どもた
ち　大きな声で ♪～あの子が欲
しい ♪～あの子じゃわからん と
大いに盛り上がりました

親は別室で意見交換会 日頃の
悩み事など相談しました

写真 3/4
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閉会式の前に集合写真

お楽しみ会で子どもたちはすっ
かり仲良しになりました 今日はこ
れでおしまいです

翌朝は元気に起きてラジオ体操
をしました

写真 4/4
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父母団体名 　　全 国 病 弱 虚 弱 教 育 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

団体概要

全国にある病弱校、分校、学級等の単位ＰＴＡを基本に構成している。現
在、全国で８８校の学校があります。下部組織として近畿・東海・北陸地区、
関東甲信越地区と地区における連合会も出来て、先生方の研究会の中に
分科会を設けて活動をしている。保護者は子どもの入退院が多く、ＰＴＡの
会員も入れ替わりが多い。そのため、全国的な組織は病弱校に勤務した教
員がＯＢとして支援している。近年は特別支援が学校の改革で肢体不自由
特別支援校、知的特別支援校との併置も進んでおり、ＰＴＡも多様化してい
る。

補助事業名 障害児の親のための指導誌(紙)の発行事業

平成２４年度補助事業
実施内容

本会の全国的な活動の様子を把握、整理して指導誌（会報）として報告して
いる。年間をとおして６月に東京で開催している全国大会を皮切りに夏の地
区のＰＴＡ連合会の保護者の発表、情報交換、補助事業の概要などを全国
に報告している。また、指導誌をとおして保護者が役立つ情報も記載してい
る。本会のＨＰでも簡単な活動概要を伝えている。ＰＴＡは学校の教員との
連携が不可欠で、学校を通じて配布している。教員もほとんどの学校がＰＴ
Ａ会員となっているが指導誌は保護者を中心に配布し、教員には管理職、
各学部毎に配布して見てもらっている。

実施した結果
成果・効果について

指導誌（会報）は保護者を基本に関係団体に配布しており、本会の活動の
様子を知ってもらう、絶好の機会となっている。特にこの指導誌がＪＫＡの補
助を受けて出来ていることが周知されているところである。このことは全国
大会、地区大会等で報告して、ＰＲも行っている。保護者の体験や活動の
様子を全国的に知る機会になり、各学校のＰＴＡの活動計画に役立ってい
る。現段階で、ＰＴＡ（保護者）にしっかり、行き渡っている方法はこの紙面に
よる指導誌である。今日、ＩＣＴ化が進んでいる時代だが、各個人に確実に
伝わるのはまだ紙媒体であるのが現状である。

次年度以降への改善点

今後の課題は年一回の指導誌発行、配布であるが、年間をとおして、活動
や情報を流す手段を検討して行きたい。指導誌発行を第一にＩＣＴを活用し
た本会の様子を発信していきたい。そのためには会員の中で、ＩＣＴに造詣
の深い会員の発掘も課題である。同時に支援しているＯＢのＩＣＴのスキル
アップも課題である。弱小団体のため、各単位ＰＴＡが全国規模で連携して
情報を共有する体制を強化することも課題である。

社会福祉法人　全国心身障害児福祉財団プレゼンテーション



全国にある病弱校、分校、学級等の単位ＰＴＡを基本に
構成しています。

全病Ｐ連の組織 大会開催

E-mail　　zenbyou_pren@yahoo.co.jp

昭和45年埼玉県立寄居養護学校ＰＴＡ会長滝沢茂氏を会長として当会を
立ち上げるとともに事務局体制を組織し、活動を開始した。運営に当たっ
ては、他障害別とは異なり、病弱校の特殊事情から昭和49年度から退職
校長が会長職を代行し、全面的に支援してきている。
今年度で４３年目を迎えている。毎年会報を発行しており、それを紐解くと
歴史が分かります。

沿　革 今年度の動き

事務局次長　 安達眞一（前全国特別支援学校病弱教育校長会副会長）

九州（門司特別支援学校ＰＴＡ会長）、ほか監事として関東地区の学校の校長、ＰＴＡ会長にお願いしたいと思います。

全国病弱虚弱教育学校PTA連合会(全病Ｐ連）

活　　動

会　　　長      遠山俊二（元仁戸名特別支援学校ＰＴＡ会長）

事務局次長　 射場正男（前全国特別支援学校病弱教育校長会長）
事務局長　　　坂田紀行（元全国病弱養護学校長会長）

〒162-0051　 TEL/FAX03-３９８４－１３１３

本会の副会長、理事、監事について　全病長会長校のＰＴＡ会長、全病連理事長校のＰＴＡ会長→副会長に。各地区病連連責任校のＰＴＡ会長に
毎年、理事をお願いしています。北海道地区（八雲養護学校ＰＴＡ会長）、東北地区（西多賀支援学校ＰＴＡ会長）、関東甲信越（柏崎特別支援学校ＰＴＡ会長）、
近畿・東海・北陸（天竜特別支援学校ＰＴＡ会長）、中国・四国（鴨島支援学校ＰＴＡ会長）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州（門司特別支援学校ＰＴＡ会長）

毎年東京で開催されている、全特長大会での全病長大会に合わせ当会の理事会・大会を開催
し保護者と校長先生の出席（代理）で活動報告や情報交換及び係る課題等について協議を重
ねている。校長先生方の御理解と御協力を得て大会運営を進めている状況です。

・会費と国庫補助、JKA（自転車振興会＝競輪）の補助を受けて
「保護者研修会」「集団キャンプ」「社会適応講座」「障害児・者父母
団体地域指導者養成研修会（地域競輪事業研修会）」に参加しています。
・会報を年一回発行しています。
・国への要望を他の障害種別PTAと一緒に行っています。
・全国推進連盟の振興大会に参加し、意見を伝えています。
・各地区で開催される地区病連大会に参加。（昨年は関病連、中四病連、近病連）
・全国を持ち回りで開催される全病連大会に参加しています。（昨年正式に１０名加盟）

・全病連大会（富山大会）でＰＴＡ分科会が開催され、会員として参加します。
・地区病P連の立ち上げに協力していきます。（現在2地区が立ち上がっている）。
・JKAの補助事業は継続します。
・事務所が移転しました。ＪＲ山手線大塚駅近くです。
・本会のHP（ホームページ）で最新情報を発信していきます。

事務所は

所在地　　　東京都豊島区南大塚３－４３－１１
               全国心身障害者福祉財団ビル７階


